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独
自
の
進
化
を
遂
げ
た
固
有
の
鳥
獣
類
が
繁
殖
し
て

い
る
ほ
か
、
亜
熱
帯
気
候
の
海
域
に
生
息
す
る
海
鳥

類
の
重
要
な
繁
殖
地
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
、
小
笠
原
群
島
で
繁
殖
が
確
認
さ
れ
た

鳥
類
は
二
十
六
種
で
あ
る
が
、
陸
鳥
で
は
こ
の
う
ち

の
六
種
は
す
で
に
絶
滅
し
て
お
り
、
現
在
は
、
世
界

的
な
珍
鳥
と
さ
れ
る
固
有
種
で
文
化
財
保
護
法
（
昭

和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
に
お
け
る
特
別

天
然
記
念
物
で
あ
る
ハ
ハ
ジ
マ
メ
グ
ロ
を
始
め
、
オ

ガ
サ
ワ
ラ
ノ
ス
リ
、
ア
カ
ガ
シ
ラ
カ
ラ
ス
バ
ト
、
オ

ガ
サ
ワ
ラ
カ
ワ
ラ
ヒ
ワ
等
九
種
が
繁
殖
し
て
い
る
。

海
鳥
で
は
、
現
在
、
ク
ロ
ア
シ
ア
ホ
ウ
ド
リ
、
コ
ア

ホ
ウ
ド
リ
、
カ
ツ
オ
ド
リ
、
オ
ー
ス
ト
ン
ウ
ミ
ツ
バ

メ
、
オ
ナ
ガ
ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ
等
九
種
が
繁
殖
し
て
い

る
。
ま
た
、
シ
ギ
・
チ
ド
リ
類
、
カ
モ
類
等
の
水
鳥

の
渡
り
の
中
継
地
と
な
っ
て
い
る
。
哺
乳
類
に
つ
い

て
は
、
オ
ガ
サ
ワ
ラ
オ
オ
コ
ウ
モ
リ
が
唯
一
の
固
有

種
で
あ
り
、
現
在
は
、
父
島
を
中
心
に
百
三
十
頭
程

度
が
生
息
し
て
い
る
。
こ
の
他
、
ヤ
ギ
、
ネ
コ
、
ネ

ズ
ミ
類
が
野
生
下
で
生
息
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も

人
為
的
に
持
ち
込
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
当
該
区
域
は
、
小
笠
原
固
有
の
希

少
鳥
獣
の
生
息
地
及
び
繁
殖
地
と
し
て
重
要
な
区
域

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
区
域
を
父
島
及
び
母
島
の
全
域

及
び
海
鳥
類
の
繁
殖
地
か
ら
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内

の
海
域
に
拡
張
し
て
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正

化
に
関
す
る
法
律
第
二
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る

鳥
獣
保
護
区
に
指
定
し
、
当
該
区
域
に
生
息
す
る
鳥

獣
の
保
護
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

_

鳥
獣
保
護
区
の
管
理
方
針

イ

鳥
獣
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
等
を
通
じ
て
、
区

域
内
の
鳥
獣
の
生
息
状
況
の
把
握
に
努
め
る
と
と

も
に
、
国
の
関
係
機
関
、
関
係
地
方
公
共
団
体
、

地
元
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
地
域
住
民
等
と
連
携
協
力
し
、
鳥

獣
以
外
の
生
物
を
含
む
島
ご
と
の
生
態
系
の
保
全

を
図
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
、外
来
植
物
の
根
絶
、

鳥
獣
を
捕
食
す
る
可
能
性
の
あ
る
ネ
コ
の
排
除
や

鳥
獣
に
と
っ
て
重
要
な
生
息
地
へ
の
侵
入
防
止
、

ヤ
ギ
、
ネ
ズ
ミ
類
の
排
除
等
必
要
な
保
全
対
策
を

講
じ
る
。

ロ

鳥
獣
の
集
団
の
ね
ぐ
ら
や
集
団
繁
殖
地
へ
の
無

秩
序
な
立
入
り
、
ご
み
の
散
乱
等
に
よ
る
鳥
獣
の

生
息
へ
の
影
響
を
防
止
す
る
た
め
、
国
の
関
係
機

関
、
関
係
地
方
公
共
団
体
、
地
元
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
地
域

住
民
等
と
連
携
協
力
し
た
巡
視
や
普
及
啓
発
活
動

等
に
取
り
組
む
。

ハ

鳥
獣
の
生
息
に
影
響
の
な
い
範
囲
で
、
自
然
観

察
、
環
境
学
習
等
の
場
と
し
て
活
用
を
図
る
。

二

区
域

小
笠
原
群
島
鳥
獣
保
護
区
の
う
ち
、
東
京
都
小
笠
原

村
所
在
聟
島
列
島
の
島
し
ょ
の
区
域
、
父
島
列
島
の
父

島
（
字
扇
浦
二
二
番
二
の
西
端
を
起
点
と
し
、
同
所
か

ら
都
道
二
四
〇
号
線
沿
い
に
直
線
で
百
五
十
メ
ー
ト
ル

北
進
し
た
地
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
字
扇
浦
二
〇
番
七

の
南
西
端
へ
最
短
距
離
で
結
ぶ
直
線
を
東
進
し
字
扇
浦

二
十
番
七
の
南
西
端
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
連

珠
谷
国
有
林
一
九
林
班
へ
一
小
班
と
字
扇
浦
二
〇
番
七

及
び
同
二
一
番
と
の
境
界
線
を
南
進
し
同
二
一
番
の
南

東
端
に
至
り
、
同
所
か
ら
字
扇
浦
二
一
番
二
の
北
西
端

を
最
短
距
離
で
結
ぶ
直
線
を
東
進
し
字
扇
浦
二
一
番
二

の
北
西
端
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
小
班
と
字
扇
浦
二
一

番
二
と
の
境
界
線
を
南
進
し
字
扇
浦
二
一
番
二
の
南
東

端
に
至
り
、
同
所
か
ら
字
扇
浦
二
二
番
二
の
北
東
端
を

最
短
距
離
で
結
ぶ
直
線
を
南
進
し
字
扇
浦
二
二
番
二
の

北
東
端
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
班
ち
小
班
と
字
扇
浦

二
二
の
二
と
の
境
界
線
を
西
進
し
起
点
に
至
る
線
に
囲

ま
れ
た
区
域
、
字
扇
浦
三
〇
番
一
、
同
三
〇
番
二
、
同

三
一
番
一
、
同
三
三
番
五
、
同
三
三
番
六
、
同
三
三
番

七
、
同
三
三
番
八
、
同
三
三
番
三
九
、
同
六
一
番
、
同

六
二
番
、
同
六
三
番
、
同
六
四
番
一
、
同
六
五
番
、
同

六
六
番
、
同
六
八
番
一
、
同
七
〇
番
、
同
七
一
番
、
同

七
二
番
、
同
七
三
番
、
同
七
五
番
、
同
七
六
番
、
同
七

七
番
、
同
一
〇
一
番
、
同
一
〇
三
番
、
同
一
〇
四
番
、

同
一
〇
五
番
、
同
一
〇
六
番
、
同
一
〇
七
番
、
同
一
〇

八
番
、
同
一
一
五
番
、
同
一
一
六
番
、
同
一
一
七
番
、

同
一
二
五
番
一
、
字
二
子
四
番
一
（
字
二
子
三
番
一
と

字
扇
浦
六
九
番
と
の
境
界
線
の
延
長
線
よ
り
北
の
区
域

に
限
る
。）、
同
七
番
二
、
同
八
番
三
、
同
八
番
四
、
同

九
番
二
、
同
一
三
番
二
、
同
二
四
番
二
、同
三
〇
番（
字

扇
浦
七
三
番
の
北
西
端
と
南
西
端
を
結
ぶ
直
線
の
延
長

線
よ
り
北
東
の
区
域
に
限
る
。）、
字
小
曲
三
番
七
、
同

四
番
七
、
同
五
番
二
、
同
五
番
三
、
同
七
番
一
、
同
八

番
一
、
同
九
番
一
、
同
一
〇
番
一
、
同
一
〇
番
三
、
同

一
一
番
一
、
同
一
二
番
一
、
同
一
二
番
二
、同
一
三
番
、

同
一
四
番
、
同
一
五
番
、
同
一
六
番
、
同
一
七
番
、
同

一
八
番
、
同
一
九
番
、
同
二
〇
番
、
同
二
一
番
、
同
二

二
番
、
同
三
七
番
一
、
同
三
八
番
一
、
同
三
八
番
三
、

同
三
九
番
一
、
同
七
五
番
、
同
七
六
番
一
、
同
七
七
番

一
の
区
域
。
た
だ
し
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律

第
百
八
十
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
道
路
を
除

く
。）、
南
島
及
び
同
島
に
属
す
る
島
し
ょ
の
区
域
並
び

に
母
島
列
島
の
う
ち
、
向
島
、
鰹
鳥
島
、
中
鰹
鳥
島
、

小
鰹
鳥
島
、
丸
島
、
二
子
島
、
平
島
、
姉
島
、
妹
島
、

姪
島
及
び
こ
れ
ら
の
島
に
属
す
る
島
し
ょ
の
区
域

三

存
続
期
間

平
成
二
十
一
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
十

月
三
十
一
日
ま
で

四

特
別
保
護
地
区
の
保
護
に
関
す
る
指
針

^

特
別
保
護
地
区
の
指
定
目
的

小
笠
原
群
島
は
、
大
陸
か
ら
遠
く
隔
て
ら
れ
、
大

陸
と
陸
続
き
に
な
っ
た
こ
と
が
な
い
海
洋
島
で
、
独

自
の
進
化
を
遂
げ
た
固
有
の
鳥
獣
類
が
繁
殖
し
て
い

る
ほ
か
、
亜
熱
帯
気
候
の
海
域
に
生
息
す
る
海
鳥
類

の
重
要
な
繁
殖
地
と
な
っ
て
い
る
。
鳥
類
に
つ
い
て

は
、
陸
鳥
で
は
、
過
去
に
繁
殖
し
て
い
た
六
種
は
す

で
に
絶
滅
し
て
お
り
、
現
在
繁
殖
し
て
い
る
陸
鳥
は

九
種
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
オ
ガ
サ
ワ
ラ
ノ
ス
リ
、

ア
カ
ガ
シ
ラ
カ
ラ
ス
バ
ト
、
オ
ガ
サ
ワ
ラ
カ
ワ
ラ
ヒ

ワ
は
生
息
個
体
数
が
少
な
く
、
環
境
省
が
作
成
し
た

レ
ッ
ド
リ
ス
ト
で
絶
滅
危
惧
Ò
類
に
分
類
さ
れ
、
絶

滅
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
。
海
鳥
で
は
、
コ
ア
ホ
ウ
ド

リ
、
オ
ー
ス
ト
ン
ウ
ミ
ツ
バ
メ
等
の
希
少
な
海
鳥
類

が
繁
殖
し
て
い
る
ほ
か
、
ク
ロ
ア
シ
ア
ホ
ウ
ド
リ
、

カ
ツ
オ
ド
リ
、
オ
ナ
ガ
ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ
等
が
集
団
で

繁
殖
し
て
い
る
。
哺
乳
類
に
つ
い
て
は
、
オ
ガ
サ
ワ

ラ
オ
オ
コ
ウ
モ
リ
が
唯
一
の
固
有
種
で
あ
り
、
環
境

省
が
作
成
し
た
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
で
絶
滅
危
惧
Ò
Ａ
類

に
分
類
さ
れ
、
絶
滅
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
。
特
に
父

島
扇
浦
地
域
に
お
い
て
は
、
毎
年
冬
季
に
ほ
ぼ
全
て

の
個
体
が
集
ま
り
、
集
団
で
ね
ぐ
ら
を
形
成
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、本
種
の
安
定
し
た
生
息
の
た
め
に
は
、

当
該
地
域
の
保
全
が
重
要
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
海
鳥
の
繁
殖
地
と
し
て
特
に
重
要
な
区

域
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の

適
正
化
に
関
す
る
法
律
第
二
十
九
条
第
一
項
に
規
定

す
る
特
別
保
護
地
区
に
指
定
す
る
と
と
も
に
、
オ
ガ

サ
ワ
ラ
オ
オ
コ
ウ
モ
リ
が
冬
季
に
集
団
で
ね
ぐ
ら
を

形
成
す
る
地
域
及
び
そ
の
周
辺
地
域
を
新
た
に
特
別

保
護
地
区
に
指
定
し
、
当
該
区
域
に
生
息
す
る
鳥
獣

の
保
護
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

_

特
別
保
護
地
区
の
管
理
方
針

イ

鳥
獣
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
等
を
通
じ
て
、
区

域
内
の
鳥
獣
の
生
息
状
況
の
把
握
に
努
め
る
と
と

も
に
、
国
の
関
係
機
関
、
関
係
地
方
公
共
団
体
、

地
元
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
地
域
住
民
等
と
連
携
協
力
し
、
鳥

獣
以
外
の
生
物
を
含
む
島
ご
と
の
生
態
系
の
保
全

を
図
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
、外
来
植
物
の
根
絶
、

鳥
獣
を
捕
食
す
る
可
能
性
の
あ
る
ネ
コ
の
排
除
や

鳥
獣
に
と
っ
て
重
要
な
生
息
地
へ
の
侵
入
防
止
、

ヤ
ギ
、
ネ
ズ
ミ
類
の
排
除
等
必
要
な
保
全
対
策
を

講
じ
る
。

ロ

鳥
獣
の
集
団
の
ね
ぐ
ら
や
集
団
繁
殖
地
へ
の
無

秩
序
な
立
入
り
、
ご
み
の
散
乱
等
に
よ
る
鳥
獣
の

生
息
へ
の
影
響
を
防
止
す
る
た
め
、
国
の
関
係
機

関
、
関
係
地
方
公
共
団
体
、
地
元
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
地
域

住
民
等
と
連
携
協
力
し
た
巡
視
や
普
及
啓
発
活
動

等
に
取
り
組
む
。

ハ

オ
ガ
サ
ワ
ラ
オ
オ
コ
ウ
モ
リ
が
冬
季
に
ね
ぐ
ら

を
形
成
す
る
地
域
及
び
そ
の
周
辺
地
域
に
つ
い

て
、
関
係
地
方
公
共
団
体
と
も
連
携
協
力
し
、
土

地
所
有
者
、
農
業
関
係
者
、
観
光
業
者
等
と
調
整

を
行
い
な
が
ら
、
適
切
な
保
全
を
図
る
。

ニ

鳥
獣
の
生
息
に
影
響
の
な
い
範
囲
で
、
自
然
観

察
、
環
境
学
習
等
の
場
と
し
て
活
用
を
図
る
。

四

鳥
獣
保
護
区
の
保
護
に
関
す
る
指
針

^

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
目
的

当
該
区
域
は
、
東
京
都
の
南
方
約
千
百
七
十
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
、
小
笠
原
群
島
父
島
の
南
方
約
百
八
十
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
に
位
置
す
る
北
硫
黄
島
全
域
と
そ
の
周

辺
海
域
で
あ
る
。

北
硫
黄
島
は
、
南
北
三
・
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
東

西
二
・
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
周
囲
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
楕
円
形
の
海
洋
島
で
、
切
り
立
っ
た
海
蝕
崖
と
礫

浜
に
囲
ま
れ
た
火
山
島
で
あ
る
。
同
島
の
最
高
地
点

は
標
高
七
百
九
十
二
メ
ー
ト
ル
で
、
山
肌
は
深
い
浸

食
谷
に
刻
ま
れ
、
急
な
斜
面
に
は
岩
肌
が
露
出
し
て

お
り
、
起
伏
に
富
ん
だ
地
形
と
な
っ
て
い
る
。

〇
環
境
省
告
示
第
四
十
三
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平

成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
二
十
八
条
第
一
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
鳥
獣
保
護
区
を
指
定
し
た
の

で
、
同
条
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
五
条
第

二
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
一
年
十
月
二
十
七
日

環
境
大
臣

小
沢

鋭
仁

一

名
称

北
硫
黄
島
鳥
獣
保
護
区

二

区
域

東
京
都
小
笠
原
村
所
在
北
硫
黄
島
の
区
域
及
び
北
硫

黄
島
平
均
海
面
時
の
海
岸
線
か
ら
沖
合
三
百
メ
ー
ト
ル

以
内
の
海
域

三

存
続
期
間

平
成
二
十
一
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
四
十
一
年
十

月
三
十
一
日
ま
で

〇
環
境
省
告
示
第
四
十
二
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平

成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
小
笠
原
群
島
鳥
獣
保
護
区
の
区
域
内
に
次

の
よ
う
に
特
別
保
護
地
区
を
指
定
し
た
の
で
、
同
条
第
四

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に

よ
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
一
年
十
月
二
十
七
日

環
境
大
臣

小
沢

鋭
仁

一

名
称

小
笠
原
群
島
特
別
保
護
地
区
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